
江南区区ビジョンまちづくり計画 第３次実施計画（2019～2020 年度） 

取組結果 概要 

 
◆総括 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、計画に掲げた事業のうち一部が未実施となるな

ど計画通り進捗が図れなかったものの、感染拡大防止策を講じながら工夫を重ね事業を実

施することで、江南区区ビジョンまちづくり計画で掲げる区の将来像「緑と調和した賑わいと

安らぎのあるまち」の実現に向け、取り組みを推進した。 

成果 事業数 

計画どおり進捗した事業 41(40) 

一部計画どおり進捗した事業 19(18) 

未実施 2 

合計 62(60) 

    ※事業数は、2020 年度。（ ）内は再掲事業を除く 
◆基本方針（目指す区の姿）ごとの主な進捗状況 
 基本方針Ⅰ 豊かな自然と都市機能の調和が取れたまち 

まちづくりの方向性 取組項目数 進捗 一部進捗 未実施 

１ 都市機能の向上 13 12 1 0 

２ 憩いの空間づくり 4 1 2 1 

 ○道路整備では、一部の道路で用地交渉の不調により、計画どおり進捗しなかったが、

新潟中央環状道路、幹線道路などの整備により、円滑な交通の確保を図った。また、

公共交通の分野では、コロナ禍でも安心して区バス・住民バスに乗車できるよう抗

菌・抗ウイルスコーティングを施工したほか、生活交通の確保に向け、大江山、両

川地区で買い物に困っている高齢者を送迎する社会実験を実施した。新型コロナウ

イルスの感染拡大防止のため、小阿賀野川で予定していたフィッシング大会は中止

し、未実施となった。 
 ○今後のまちづくりの方向性を整理したリーフレット「コウナンク ミライ コンパ

ス」を作成したほか、製造・物流業向けの新たな工業用地の確保に向け、区内 4 地

区で市街化区域編入などを経て造成工事に着手し、整備促進を図った。 
 

 基本方針Ⅱ 人と人とのつながりを大切にする安心安全なまち 

まちづくりの方向性 取組項目数 進捗 一部進捗 未実施 

１ いつまでも安心して安全に暮らせるまちづくり 5 1 4 0 

２ 健やかにいきいきと暮らせるまちづくり 8 4 4 0 

 〇新型コロナウイルス感染症の影響により、地域や関係機関などと実施する交通安全

活動などの実施数が計画どおり達成しなかったが、一方で、地域、公民館と協働で

新しいカタチの防災訓練を実施するなど安心安全に暮らせるまちづくりを進めた。 
○地域の茶の間の開設など新たな支え合いのしくみの整備や、地域のお茶の間で健康

教育を実施し、健康寿命延伸に向けた取り組みを進めた。
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 基本方針Ⅲ 創造的な産業を育む活力のあるまち 

まちづくりの方向性 取組項目数 進捗 一部進捗 未実施 

１ 創造的な産業の育成 6 3 2 1 

２ 活力と賑わいのあるまちなかの創出 4 4 0 0 

 ○化学合成由来の肥料や農薬の使用量を低減する新潟県特別栽培農産物の認証面積は、

昨年度より増加した。計画に掲げた面積に至らなかったが、「農」に親しむ機会を提

供することで、地域特産品の知名度の向上などを図った。また、亀田縞の産地とし

ての景観づくりを進めるため、地場産業の育成を進めた。新型コロナウイルス感染

症拡大の影響により、旬果旬菜いきいきフェスタを中止とし、未実施となった。 
○新型コロナウイルスの影響で疲弊している地域の割烹や飲食店の利用促進を図るた

め、割烹弁当まつりや半額還元キャンペーンなど支援を行った。 
 
 基本方針Ⅳ 未来に向けて人が輝き文化が育まれるまち 

まちづくりの方向性 取組項目数 進捗 一部進捗 未実施 

１ 地域と共に創る子どもたちの未来 6 6 0 0 

２ 文化が花開きスポーツの盛んなまちづくり 8(7) 4 4(3) 0 

 ○教育活動における地域人材の参画と協働等を推進し、学校支援ボランティア延べ人

数が増加したほか、各地区公民館で家庭教育講座や子ども体験教室などが実施され、

学校と家庭や地域が連携して教育力の向上を図った。 
 ○新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、江南区文化会館で開催を予定していた

イベントの公演を一部中止した。一方、ランニングスクールなどスポーツに親しむ

機会や多様な文化に接する機会を提供した。 
 
 基本方針Ⅴ 区民がまちづくりの主役として輝くまち 

まちづくりの方向性 取組項目数 進捗 一部進捗 未実施 

１ 区民と共に歩む協働のまち 5(4) 3(2) 2 0 

２ 区民の声を大切にする区役所づくり 3 3 0 0 

 ○新型コロナウイルス感染症拡大により、コミュニティ協議会との意見交換会を書面

により開催した。曽野木地区市営住宅跡地整備では、地元団体等との意見交換を実

施したほか、施設整備に向けた設計を行った。 
○コロナ禍に対応した接遇研修、人権研修など、職員に向けた研修を実施し、職員の資

質向上を図った。 


